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巻首図版 1 第74次調査

1 SX 862・874整地地業、 SX875崩嬢土、柱列東端掘形 (西から)

2 SA 872柱列掘形とSX857及びその上を覆う SX875崩壊土 (A卜レンチ東壁)



巻首図版2 第75次調査

S1837・842・846竪穴住居跡 (北西から)

J 

2 S1837・839・842・846竪穴住居跡 (東から)



巻首図版3 第78次調査

1 SF 690西側石塁内部 (南西から)

1 SF 690西側石塁南東辺北部(南東から)



留指定史跡払田禰跡は、管理団体である前北町による環境整{藷も

順調に進捗し、見学者も年々増加していることは喜びに絶えないと

ころであります。

昭和63年度発掘調査は、第 3次 5年計画の最終年次にあたり、

側石塁推定地や、政庁北部の斜面の調査を主とし 5地区を実施しま

した。

(j) 

列などを検出し、石塁位置をほぼ特定することができ、また、

北西部斜面では板塀状遺構の検出を目的として調査しましたが、板

しませんでした。しかし、斜面における

を解明することができました。の河端部

ま よって

したことにより、 きました。

乙乃

もーし土虫色

謝申し上げるとともに、史跡背理団体的北町、

らびに土地所有者各位の詞協力に対し、心から淳く

部礼申し上げます。
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タ1 仁ゴ

1 本書は秋田県教育庁弘田柵跡調査事務所が、昭和63年度に実施した第74-78次

調査の概要報告である。

2 発掘調査、年報の作成にあたって、下記の方々から御協力をいただいた。

後藤 和雄、仙北町払田字早坂・森合土地所有者各位

3 土色の記載については、小山正忠・竹原秀雄編著『新版捺準土色粘，](1976)を

ヰ

した。

v 
-"-

月If年報1977，]を参照されたい口

5 遺構には下記の略記号を使用した。

に作成した。詳細はf払田禰跡調査事務

SA 柱列 g 角材列 SD 溝 S I 竪穴住居跡 SK 土坑 SX その他
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第 l章はじめに

払田禰跡は秋田県仙北部{山北町払田・千畑町本堂域自にある。遺跡は雄物川の中流域に近く

大山市の東方約 6畑、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥若からなる真山、

長森の丘陵を中心として、北側をJII口)11.矢島)1i、南側を丸子)11(鞠子)l! )によって挟まれた沖

積地に立地する。 1902・3(明治35・36)年の千屋村i坂本理一郎氏による溝渠開削の際や、 1906(明

治39)年頃から開始された高梨村耕地整理事業の際発見された埋木が、地元の後藤宙外・藤井東

ーの努力によって校史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が毘かれた。 1930(昭和5)年3月後藤

富外が調査を実施し、さらに同年10月文部省嘱託上回三平によって学術調査が行われて遺跡の

輪郭が明らかにされた。この結果に基づき 1931(昭和6)年3月30日付けで国指定史跡となり現在

に至っている。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元

{山北町と協議の上、この重要遺跡を保護するため基礎調査を実施して遺跡の実態を把握するこ

とを目的に、 1974(昭和49)年現地に「秋田県払田柵跡調査事務所」を設置し、本格的な発掘調

査を開始した。さいわい、地元管理団体他北町当局および地域の人々の深い理解により、史跡

指定地内は開発計画から除外された。当事務所は1986(昭和61)年4月「秋田県教育庁払田柵跡

調査事務所Jと改称、した口

現在は「払回相}跡調査要項jの第 3次 5年計菌iに基づいて計画的に発端調査を実施している。

これまで、の調査成果を要約すると次のとおりである。

史跡、は長森を屈む内郭線と、真111をも含む外郭議からなる。内郭は東西770m、南北320mの長

楕円形で面積約163，000m¥内郭線は延長約1，760mあり、外郭は東西1，370m、南北780mの長楕円

形で外郭線、の延長3.6km、総面積およそ87万5千ばである。外郭殺は角材列が一列にならび、

西南北に八脚門がつく。内郭線は石塁、築地土塀(東・西・南の山麓)と角材列(北の低地)が

連なり、南・北・東に八脚内がつく。内郭北l'うは 2回、内郭南門と東門は 4図の造営が確認でき

た。外郭南門・内郭南門延長上の長森丘陵中央部に政庁がある口政庁は板塀で区画され、正殿・

東脇1殿@西脇殿や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物には I-V期の変遷があ

り、部建は 2世紀初頭、終末は 11世紀初宣言;である。この成果

跡-j (昭和60年3月)として公刊した。

f在、田禰跡I一政庁

出土品には、土師器・須恵器・灰紬胸器があり、ほかに木簡 s墨書土器@埠などがある。木簡に

は「飽海郡少隊長解申詰 JI十火大根二石二斗八升 JI嘉祥二年正月十日jなど文書・貢

進用木簡がある。 墨書土器には l'織悔JI厨JI厨家JI缶舎JI文jなどがある。

管理団体仙北町は1979(昭和54)年から保存管理計画による遺構保護整備地区である内郭地域

の土地買い上げ事業を進めており、 1982(昭和57)年からは環境整備事業を開始している。
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昭和63年度の調査は「払田橋跡調査要項jに基づく、第 3吹 5年計画の第 5年次にあたるむ

きいわい調査費については、秋田県の要求額どおりの毘庫補助金の内示 (総経費1，400万円の

うち、毘産捕助金700万円)を得たので、次のような「昭和63年度払田柵跡調査計画(案)J

した。

第 1表調査計画表

調査地区 調査期間 備

第九次 4 月 20 自 ~4 月 30 日

内郭北部

木)I 
1， 200m' 1 5 月]日 ~9 月 30 日

(仙北町払田字長森・

内郭東部

第76次 I (仙北町払田字長森)
21.650m' 10 月 1 日 ~10月 31 B 11設Jfu形i¥!ll罰調責

外郭西部，北西部 10m' ハント・ボーリング

(1，lJ北町払田字早坂岳 ハ〉ド・ボーリング 400地点
11 月 1 日 ~ll 月 30日

による基礎，1，¥Jlt'

発術調査 1_ 21Sm2 

4地区 I ulIJ蚤調査 21，650ば
ハ〉トマ，ボーリンク 400地点

昭和59年度から昭和63年度までの調査は「払出柵跡発掘調査第 3次 5年計甑jとして立案さ

れ、顧問の指導と助言を得て承認されたものである。

第74次調査は内郭南内にとりつく東側石塁の位置と規模の確認を目的とし されたもの

である。第75次調査は第60次議斎で検出された、内郭議角材列と政h板塀ーとの間にある板塀状

と、設庁北開斜面および、本イド芥泉東i員IH正地の使用状況の解明を吾

的として言，.画されたものである。第76次調査は地形の改変から古代遺構の存在が推定される政

庁から東部…帯の徴地形測量調査で、将来のこの地区の調去に鍛えるものである。

は基本計画における遺構確認調査に係る長期計画の第 4年次調査であ V)，第62次、 66次、 70次

調査に継続するものである。

つー←



第 2章調査計画と実績

昭和63年度の発掘調査の実績は次の通りである口

第 2表発揮調査実穣表

調査次数 調 査 地 区 発掘面積 調査期 関

第74次 内(仙郭北南町部払田字長森先) 180rri' 4月11日--8月31日

第75次 内(仙郭北北町部払田字長森・百日木) 1，200m' 4月25日--8月 5日

第76次 内(イ1郭11北東町部払田字長森) 43，500rri' 8 月 25 日 ~12月 20 日

第77次 外(11郭II北西町部払・北田字西部早坂・森合)
125，000rri' 

11 月 22 日 ~12月 3 日
340斑点

第78次 内(伯郭北南町部払田字長森) 10'm' 11月10日--11月21日

合計 5 地区
発測量掘面面積積 1，390ぱ

43，500rri' 
ハンド・ボーリング 340地点

第74次調査では石塁自体は残存しなかったが、西側石塁にとりつく柱列と同様の遺構や、内

郭線をのせる基礎地業を検出でき、これによって東側五塁の設置をほぼ特定することができた。

第75次調査では当初白的とした板塀状遺構は調査区内には延びていないことが判明し、竪穴

住居跡、や溝状遺構などを検出することができた。

第76次調査は第69次調査の継続調査であるが、測量範囲を長森東端まで拡げ、43，500rri'の徴

地形測量と測量基準点の埋設を行った。

第77次調査は外郭西部から北西部にかけての125，00臼n'，を対象に、ハンド e ボーリングによる

地出レベルの計測、遺物の表面採集などの記録作成を中心に行った口調査の結果、地山地形の

様相を把握することができたが遺物は得られなかった口

第78次調査は西側石塁の復原工事に伴う調査で、石塁南東辺に新たに基底部の石を検出し石

塁幅を明確にすることができた。

3 
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田植え終了後の 8月 6Bより第75次調査と1]付Jして調査を再開したc

6月10目、町道の砂利層を剥がし終え、その下層を掘り下げたが、予想よりも石の検出は少

なく、 14・15日、石の平面実測を行った。写真撮影終了後、整地層よりも浮いた小さな石を除去

したが、これのみならず比較的大きな石も全てが整地層よりも上位の堆積土の上にのっている

状態が見られ、さらに石塁東端の石の配列と考えたものは、かつて町道北側に存在した宅地か

ら水路へ通じる小路の脇に校べたものであり、したがって石塁東端部を構成すると考えていた

o 



払田者!日跡調査事務所年報 1988 

これらの石は、石塁の原位置を探つものではないと判断した口内郭線E鶏の溝も部分的には整

地層の上の堆積土を切っていることも判明した。その後、 A トレンチ. 1トレンチ土層断面の

実測を行って一応調査を終了した。

8月 9呂、払田端跡環境整犠審議会が開催され、委員の方々から現地をご覧いただいたD そ

こで調査を継続する必要を感じ、 8月17日より調査区内の南北方向にトレンチを設定したとこ

ろ、内郭線E期の SD850溝の下にさらに 2時期にわたる溝が検出され、角材柱根やその痕跡

も明確に存在し、内郭線H期の角材列は 3期にわたって造営されたことが明らかとなった。こ

れらは調査区の西端部で北へゆるやかにカーブし、内郭南門の南東隅柱に連絡するものであろ

うと推定された。 22日、黄褐色土の下に西側石塁と同様の柱列が存在し、柱根も残存すること

がわかった。また、その掘形付近の黄褐色土を剥がすと、東西に走る土色の違いが一線となっ

て現れた。

8月26日、第27回顧問会議を開催し、発掘調査・研究の顧問である秋田大学新野直吉教授に

対し調査の概要を説明するとともに、現地でご指導をいただいた。主た、同席いただいた国立

歴史民俗博物館考古研究部長向田茂弘教授からは、それまで一枚の整地地業と考えていた黄褐

色土が、東西に走る土色の違いを境に南側が内郭線基礎地業、北側が崩壊土と考えられること、

柱列の位震が内郭線基礎地業の位震と相侯って在皐位置の決め手になること等をご指摘いただ

いた。 29目、整地層と崩壊土との境界線を東へ追跡したところ、境界線は調査区東端部まで一

車線に延びており、現町道の下にこの線をたどることによって内郭線の位置を明確にすること

ができるであろうと予測された。柱列やトレンチ土層断面の実測、写真撮影を行って31日に調

査を終了した。

第 2節検出遺構

本調査においては18遺構を検出した。内訳は整地地業 3・柱列 2・溝 4・崩壊土 1・その他

8である口以下に遺構の説明を行う。

整地地業

( 1 ) S X 862 (第 7・8鴎?巻首図版仁図版10)

調査区のほほ全域にある整地地業である。黒色土と褐色砂質土、黄桂色土などを1i層とした

もので、全体に水分を多く含み、層厚15~35cm をjJllJる。第54次調査で今回調査区の北側一帯に

検出した SX671埋め立て整地地業と連続する地業で東側の未調査区にも拡がるものと推定さ

れる。

ρ
h
v
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払田村清跡調査事務所年報1988 

( 2 ) S X863 (第 7・81立1，凶版10)

A トレンチの東西両側及びCトレンチに見られる整地地業で、明褐色土、 灰褐色土

からなる。層摩10-23cmあり、 SX862整地地業とは区別されるが、連続する作業として行った

ものである。また、 SX874整地地業を行う際に本整地地業との簡に板状のものをあてること

によって土色の違いがi直線状に現われたものであろう。 SA87'2; . 873柱列はこの層上面から掘

り込んでいる。明褐色土は第54次調査で本調査区の北側に検出された SF650に連続するもの

であろう。褐色土中からは渦巻叩き呂、格子叩き目のある平瓦、及び丸瓦、底部ヘラ切り痕の

ある土師器・須恵器の杯が出土した。これらは本整地地業の時期から、内郭線第 I期直前段階

の遺物と考えられる。

( 3 ) S X874 (第8図，巻首題版 1，図版10)

S X862整地地業の上にある内郭線基礎地業である。 SX862との間に時間的差は認められず、

連続する作業として行ったものと考えられる。 SX875崩壊土とは極めてよく似た土層であるの

で、当初は同一の整地地業で、調査区北側にある第54次調査の SF650に連なるものと推定して

いたが、 SX863整地地業から掘り込む SA872・873柱列を検出した時点で検出面に東西方向に

一直線に延びる土色の違いを検出し、この線を境に南と北では別の土層であることが判明した。

この線を東へ追跡、したところ、調査区東端まで連続し、さらに東へと延びており、推定内郭線

の位置にも合致し、 S.D850溝とも同一方向であるので、この線の南側が内郭線の基礎地業で

あると考えられた。基礎地業を行う際に北側に板状のものをあてることによって、この土色の

違いが生じたものと推定される。

本地業は明褐色土、褐色土、浅黄櫨色土などの小ブロックからなり、硬箕泥岩の角礁を含み、

極めて堅くしまっており、 Cトレンチ及び1トレンチで、は35cmの層厚がある。しかし、 Bトレ

ンチ東壁では15cm、Aトレンチ東接より西では全く見られないことから、調査区西端部では S

X654などによって削平されているようである。この地業の両端は再iJ平などにより明確でない

が、 1トレンチでは少なくとも南北幅2.7mは存在する。

内事~ï有門から S A872柱列付近までは石塁、その東では石塁に連続する築地主塀を乗せる

地業であると考えられる。

2 キ主 要IJ

( 1) S A 872 (第3・4・7・91ヌ1，巻首i豆!版 2，医!版5・6) 

2関の柱列であるの Aトレンチ東壁で SX874崩壊土の下に柱謡形を検出したので、その

東側の崩壊土を除去したところ、残る 2基の掘形を検出した。総間は3.30m(東から1.50m十1.80 

則、計画尺による11尺(東から 5尺十 6尺)と思われる。柱掘形は S 862整地地業の上に乗る S

氏
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第 3章第74次調査

X863整地地業を掘り込んでおり、長在80-90cmの梼円形で、深さ23-55cm、中央柱と西端柱に

はそれぞれ控25cm，35cmの柱根が残る。東端の柱擬形l土、 SA873によって切られているD 柱列

はN-86
0 

Eである。

( 2) S A873 (第 3. 4 . 7 . 9図，図版 4-7) 

S A872を切る東西 3関の柱列である。 SA872と同様に SX875崩壊土の下で検出した。総

間は6.0m(東から2.10m十2.10

m十1.80m)、計画尺による 20

尺則(東か机ら引7尺十円7尺十刊6代川尺則) 幻

と思われる O 柱掘形は SX86 

3整地地業上面から掘り込ま

れており、長径70-120cm、

深さ30-65cmで、西端の柱に

は径37cmの柱根が残る。柱列

方位は N-93
0 -Eである。

東端柱掘形内から須恵、器

(第11図1)、糸切り痕のある

土師器杯破片、 SA873-2 

柱掘形内から須恵器蓋小破片、

西端柱掘形からは須態器杯破

片が出土した。

3 溝状遺構

( 1 ) S D 656 (第 3図，図

瓶11)

内郭南門南東隅柱の東から

南東に走る遺構で、第54次訴j

査ではl福60-80cm、深さ47cm

の溝状遺構とされ、その上を

褐色土・明褐色土が覆ってい

る。今回、その南 3- 4 mを

調査したが、溝は 1Aライン

で、はi幅85m、深さ23cmで、そ

91十

A- 日=34.50m-A'

1 11奇褐色土 (7.5YR3/4)

ハU
I
l
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・

50cm 
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の南東側では SX862整地地業との区別がし難く、輪郭は非常に不鮮明であった。しかし、や

はり溝の上を厚さ 7cmで、褐色の整地層が覆っており、これは第54次調査でSF650としたもの

の一部であろうと思われ、 SF650はSX862整地地業に連続してその北側にある内郭線第 I期

直前の段階の整地地業と考えられるので、 SD656もこの段階の遺構であると見なされる口東

錨石塁の誰定内側ラインとほぼ重なる位置にあることから、石塁構築設踏の何らかの仕事の痕

勘;ではなしミカミと誰減したい。

( 2 ) S 0850 (第 3・4・7・10図，図版3・8・9・10)

調査区を東西に走る内郭線H期の角材列を埋設した布掘りで、 A ・5 ・C3期にわたる造営

が認められる。 A.B期の溝はi幅30-70cmで、深さ25-50cmあり、 SX874整地地業から SX 

862整地地業を拙り込んでいるが、前平等のためか90ライン以東では残存しない。角材痕跡、柱

根が残存する。 C期の溝はi幅20-60cm、深さ5-30cmで、全体に浅く、角材痕跡等は認められな

い。 Aトレンチより習では SX654に削土を受けながらも、 A.B期構内には角材痕跡が並列

し、次第に北へカーブしており、 SX655に連続して内郭南門の南東照柱に連結するものと考

えられる。

( 3 ) S 0851 (第 3・5図)

調査広東端部の南北方向にある長さ170cm、幅30cm、深さ22cmの溝で、ある。 SX874整地地業、

S X875崩壊土の相方を掘り込んでいる。 SX853との新旧関係は不明である口

( 4 ) S 0852 (第 3・6図)

S X875崩壊土を掘り込んで¥東西方向に走る長さ 7m余り、 i隔30-40cm、深さ 5- 8 cmほど

の溝である。東側は第54次調査の SX648と合体して消失しており、 A トレンチの西側には見

られない。

ヰ崩壊土

( 1 ) S X875崩壊土 (第 7-9国，巻首図版 1・図版10)

S X874整地地業の上にのる構築物の崩壊土である。 明褐色土などの小ブロック、灰

白色の小角磯などからなり、 はSX874と識別ができなかったほどよく似た土層であるが、

S X874よりは全体がいくぶんもろい。 SX874の北側に分布し、調査区外に入り込んでいる。 S

X874の南側にも分布したものと推定されるが、寄り平、水路の掘削等により、確認できなかったo

S A872・873柱列の上を覆っており、 A トレンチ束壁では30cm、 Iトレンチ西壁では25cmの層

!享がある。

5 その他の選権

12 



第 3 章第74)J~調査

( 1 ) S X654 (第 3問)

第54次調査で検出した溜池と考えられる落ち込みで、内郭南門の南東測に広がっている口

回調査区内の西端部でも実際には北から南に斜めに掘り込んでいるが、北側では掘り込みが浅

いために SD850等の遺構が残存したものであろう。

( 2 ) S X853 (第 3・5凶，図版11)

長軸6.8m、短軸1.旬、深さ40cm、底部が丸みを帯びた舟形を呈する遺構である。埋土は非常

にしまりのある暗褐色土で、 SX875崩壊土を掘り込んでいる。

( 3 ) S X854 (第 3・5r~ ，図版11)

長軸2.2m、短軸は Iトレンチによって切られており不明であるが平面形は楕円形を呈するも

のと考えられ、深さは15cmで、ある。理土は暗褐色土で、 SX875崩壊土を掘り込んでいる。

(ヰ)S X855 (第 3・ 5図，関版11)

全容は不明で、あるが平面は円形ないしは楕円形 る遺構である。 1トレンチ西壁断面で

は底径94cm、深さ27cmを測る。埋土は陪褐色土、明黄褐色土で、柱痕跡等は見られない。 SX

875崩壊土、 SX853を切り、 SX856によって切られている。

( 5 ) S X 856 (第 3・5図)

S X853・SX855を切る遺構で、楕円形を呈するものと考えられる。少くとも77cmの径を有し、

深さは30cmで、ある。埋土は褐色土・明黄褐色ニヒで、柱痕跡等は見られない。

( 6 ) S X 857 (第 3・5図，巻首図版 1，図版 6) 

S A872西端の柱の南にあり、長軸70cm、短事1150cm、深さ55cmの遺構で、ある。 SX862整地地

S X863整地地業を掘り込み、上を SX875崩壊土が覆っている。 SA872柱列と同時期か、

近い時期の遺構であろう。柱痕跡は検出されなかった。

( 7 ) S X 858 (第 3・7悶)

Aトレンチ西側断面では、 SX86Z整地地業、 SX863整地地業を掘り込んで構築され、 SA

873柱列東3の掘形によって切られる遺構である口その後、 SX875崩壊土が上に乗る。平面形

は桔円形かと推定され、少くとも径50cm、深さ40cmをiRIJる。柱痕跡等は検出されない口

(8)S X878(第3・ 7図)

平面は長径1.2m~まどの格円形と推定される遺構で、深さ 30cmで、ある。 S X875崩壊土を掘り

込んでいる口埋土から須恵器斐，土師器杯の小破片が出土した。

3節出土遺物

i量矯内出土遺物

13 
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( 1 ) S (第11図)

CD 鐘恵器 l は柱列東端の柱掘形内から出土した灰色を呈する事である。

( 2 ) S D850溝出土遺物 (第lll~l)

① 土師器 2は按色を呈する杯で底部切り離しは回転糸切りによる o 3はB期講から出土

した浅黄櫨色を呈する杯で底部切り離しは回転糸切りによる。

( 3 ) S X863整地地業出土遺物 (第11・12・131頭，図版13・14)

① 瓦 7・9・10は平瓦で凸聞に格子叩き目、凹面に布E痕がある。 7は側縁の凹凸両面、

9は小口と側縁の凸面、 10は小口の凹凸両面にケズリ調整を施す。 9・10の出面に糸切り痕が

見られる。 8は凸面に糸切り痕と渦巻叩き目、四面に糸切り痕を有し、側面、小口面、側縁の

凸面にケズリ調整を施す。 I隔27.7cm、厚さ2.5cm、叩き原体の幅は6.8cmほどである。 11は丸

瓦で凸面は無文、凹面は糸切り痕を有する。小口面と側面および側面の両面にケズリ調整を施

す。瓦は全般に灰色を呈し、やや軟らかい。殊に11は軟質である。

本整地地業からは他に灰色で底部に回転ヘラ切り痕のある土師器杯、内外両面に叩き痕のあ

る土師器撃の小破片が出土した。

( 4 ) S X854出土遺物 (第11関4) 

① 中世翻器 4は播鉢で樟色を呈し、内面に卸し呂が施されている口

2 遺構外出土遺物

① 瓦 (第13国，図版14)12は平瓦で、凸面に渦巻叩き目、出面に布自痕を有する。側面、

小口面、側縁の凸面にケズリ調整を施す。 13は丸瓦で、凸面は無文、四面には糸切り痕、布目痕

が見られる。

② 中世陶器 (第11図 5. 6) いずれも灰色を呈する珠洲系陶器の揺鉢である。 5は内面

がかなり磨滅している。

第 4節小結

束領u石墨位置の推定

調査の結果、当初石塁の一部と考えられた多数の石塊は古代の遺矯に伴うものではなく、内

郭南門の東側荷塁に使用した石は残存しないことが判明した。しかし、内郭線の基礎地業であ

るSX874、その上部構造の崩壊土である SX875、時期差のある柱列 SA872・873、内郭線且期

の角材列 SD850A・B'Cの存在から、東側石塁位置についての手がかりを得ることができた。

① S X874整地地業はその上に内郭線構築物をのせるための強固な基礎地業であり、その

北側に見られる SX875崩壊土はその崩壊土である。長森丘陵南側の築地土塀と、それに速な

18 
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る東側石塁はこの基礎地業の上に位置するものと考えられる口

② 西側石墨の内側には新i日2時期にわたる柱列があり、今回東側でも同様の遺構が検出さ

れた。これらは各々東省西両側の芯塁に付随して同等の機能を有していたものであろう。西側

の柱列の東端柱の掘形は、石塁の内側ラインにほぼ接する位置にあることから、東側について

も石塁内側のラインは雨柱列の西端の柱掘形に近い位量を湾曲しながら通るものと推測される。

③ 西側石墨の西端は、 SA800・SA801西端の柱掘形に近い位置にある。これに対応する東

側石皐の東端は SA872・SA873の東端柱掘形に近い位置と考えられる。

④ 内郭線立期の角材列は 1期の内郭線とほぼ同じ位置に造られていると考えられる。この

S D850はA トレンチ付近より西では北へ向かつて緩やかにカーブしており、内郭南門の南東隅

柱の荷にある SX655に連なることが推定される。第68次調査で検出された内郭東門の場合、隅

柱と築地土塀との間は角材列あるいは板塀であるが、 I.rr期ともにこの間は直線で結ばれて

いる。ところが内郭南門の東側における立期の角材列は緩やかに弧を描く構造である。これは

内郭南門東側の I期の時期にも、緩やかな弧を描く構築物が存在し、立期の時期にもそうした

形に角材列を構築する必要があったことによるものと考えられ、 I期の時期のそれは西側石塁

と対応する形での石塁ではなかったか、と推定したい。

東側石塁の幅については、西側と同じものと仮定し上述の①~④の事がらから東側石塁は第14

留の位置に推定される。東側石塁の石が残存しない理由については、石塁が商側のみという状

況は考え難く、西側石塁崩壊時に東側石皐も崩壊したが、その度合が西側よりも大きく、石を

全て排除した上で角材列に代えたのではなかろうか。

2 内郭線について

① 前述のように SX874は内郭線の基礎地業で、今回の調査によりその北側を示すラインが

検出された。これは調査区東側へ延びており、この基礎地業と内郭線E期角材列を埋設した S

D850にA ・B'C3期があることは内郭東門付近と同じである。立期の内郭線全体が 3期に

わたって造営されている可能性がある。

② 内部線立期の時期には内諜高内の東鵠は角材列で為ることが明確となった。この角#列

を埋設した SD850にA . B . C 3期があることは内郭南門の東側は角材列であることは内郭

東門付近と同じである。 rr期の内郭線全体が3期にわたって造営されている可能性がある。

3 東西遺構の対応

内郭南門をはさんで東・西両測の各種遺構の対応関係を示すと第 3表のようになる口

22 
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第 3章第74次調査

第 3表東 a 酉i嚢講(j)対応

性1 J
M
M
H
J
 

nH
口、F
 

F
翁

'
t

東
J
H
U
H
J
 

nuHハ
，4
E
E
 

直前 i⑧S X687整地地業

信)SX670・672整地地業

⑭S X671整地地業 ⑮S X862整地地業

~S D656 ⑬S X863整地地業

⑪S F650整地地業 ⑬S X874整地地業

⑮S F690A石塁 ⑮S A800柱列

I 期 | ⑩S A80l柱列

⑬S A872柱列

⑬S A873柱列

⑮S X798崩壊土 ⑬S X874崩壊土

⑬S D850 A 角材列 ⑭S X655 

E 期|⑩S叫塁⑮SD7町 711I B 叩

C 角材列

遺構記号前の数字は調査次数

註 第65次調査では SB800を建物遺構と把え、 SA801との新!日関係も SA801を古く推定してきたが、

東僻の所見からは両者とも柱列であり、新旧関係も SA872が古く、南から北への推移が明らかである。

これらは東・西両側で伺じ推移を経たと考えられるので西側の新市関係は SA801が新しい柱列である可

能性が高しミ。また、 SB800もSA800に訂正しておきたい。
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長

1節謡査経過

第75次調査は、第60次調査に

おいて検出された内郭線角材列

と政庁板塀との間にある板塀状

遺構の西延長部の確認と、政庁

北西斜面およびホイド井泉東側

低地の使用状況の解明を目的と

して実施した。

調査は仙北町払田字長森47番

地、百日木13-1番地内の1，20

Om2を対象として行った。調査

地点は標高36.5-38.0mの北西

ないしは西へ傾斜する斜面と、

その西側にある標高36mほどの

低地で、斜面部は杉林、低地は

原野となっていた。

4月25日に調査現場村近にテ

ントを設営、機材を搬入し、 27

日から杉立木の伐採作業を開始

した。 5月 6日測量原点を移動

し、訪日、調査予定地の東端部 第15臨第75次調査位蓋呂

より表土剥ぎを開始した。表土の厚さは約10cmで、 18日には東半部の表土剥ぎを終 fした。 24

呂、 S1 837、S1839竪穴住居跡を検出、 S1837はカマド煙!J1しも残存し、以伎十日立ゼ1jぼっ

た。これらの住居跡、の北側斜面で、第60次調査の際に板塀状の区画施設と考えた溝 SD 787の西

延長部と見られるものを認めたが、これは後に溝ではないことが判明した。 27呂、

などの西測の低地は土器の小鼓片品の/Jl!土が多く、捨て場的なものかと考えられた口同犠の遺物

包合層は北側斜面にも存在することが知られた。 6月 4日、調査区西半部{民地の状況を採るた

め五 F20-25までトレンチを入れたところ、 は約10cmのみで、その下は火山灰、黒褐色土、

に

υ
つム
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黒色土 (7.5YR2/1) 植物根茎多い

黒色土 (7.5YR3/1)倒木有

灰色土 (10YR4/1) 倒木有

黒色土 (N2/0) 植物根少し

黒褐色ヒ(5 YR2/1) 

黒色土げ.5YRl.7/1)、時掲色土 (7.5YR3/3)

黒褐色土 (2.5Y3/1)

ハ
υ
1
i

ワM

Q
V
7・
口

δ
Q
d

ーよ

1
8
4
1
i

黒出土(lOYR2/l)

黒邑こt(10YR2/1) 月三樹色土(lOYR2/3) I日永田耕作土、火山灰ブロック含む

黒間色土 (2.5YR3/]I lIit!災黄色粘土ブロソク (2.5Y5/2) 旧水EfI耕作土

1li1f1J白土(lOYR3/3)

/j足122f品色二1:(10YR4/2J 

黒¥f品色t. (7.5YR3/]I 
黒色二L(lOYRl. 7/1) 

黒制色 li・!;~~!t土 (7.5YH:3 /1) 火山灰小フロック含む

つ・1

b 
¥，.) a 

:-3 h 

4 a 

4 b 
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調査区西側低地土層図第17図



第4章第75次調査

灰掲色粘繋ゴ;こなどが点々と分布していることがわかった。 68からは第74次調査と併行して調

査にあたった013日から遺物包含層の掘り下げを始め、完形の土締器杯など多くの土器が出土し

た。 23目、 S1837竪穴住居跡のカマドを完捕した。遺存状態は良好である。 7月6目、 S1 842 

竪穴住居跡も掘り始めた。 8日、西側低地の表土下で竪穴状の遺構を検出した口覆土中に火山

灰が入っているが遺物はなく、 22日になりこれらは近代の水田と判断された。 25日、 KFライ

ントレンチで火山灰上面の写真撮影を行い、その下層も掘り下げた。火山灰層の下は遺物を全

く含まない自然堆積層で、この低地一苦は古代においては遺構等の構築されなかった区域であ

ると考えられた。その後、全体写真の撮影などを行って、 8月 5Bに調査を終了した。

第 2節検出遺構

本調査においては21遺構を検出した。内訳は竪穴住居跡 6・柱列 3・溝状遺構4・土坑 2・

その他の遺構 6である。以下に遺構の説明を行う。

竪穴住居跡

( 1) S I 837 (第18・19図，図版16)

S 1839の南西に位寵する竪穴住居跡、で、平面形は方形を呈し、東西3.7m、南北3.7mの規模で、

ある。カマドは南側のやや東寄りに構築されており、遺存状態は良好である。袖の間は約90cm

あり、燃焼部には硬質泥岩を利用した高さ20cmの支脚が据えられている。煙道部の内監は硬く、

ほほ垂直な立ち上がりで天井部も残存する。住居跡南壁より煙出先端部までは1.4mほどあり、

煙出はやや北に傾斜して立ち上がっている。直後は30cmで、ある。カマドの東脇に焼土が充満し

た長径80cm、短径60cm、深さ15cmのピットがある。住居壁は南西偶で、約50cmで、あるが北ほど低

くな ì) 、北華は残存しない。酉壁に沿っユて並ぶ授20--45cm、 j采さお ~17cmの 3 i罰むピットが本

住居跡の主たる柱穴になり得ると考えられるが、イ也の壁では不明で、ある。

本住居跡は、 S1838、840、846、SD860、SX847を切っており、 SA871の柱掘形もカマド

富論の下に検出されているから、この柱列よりも新しい。在居鹿絶後に ST，_870さらにその後

S D841が構築される。}ぷ爵i議は12_3ばである。

( 2) S I 838 (第18国)

S 1 837の南に位置し、同住賠跡によって大部分が切られている口北東~南西方向に走る高さ

8 -20cmの地IJjを掘り込んだ壁があるだけで、ピットは存在しなし」しかし、壁の方18JがS1 

837.839の壁の方向と近似していることから、竪穴在}奇跡の官Eと考えられる。

29 -
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( 3) S I 839 (第20図，図版17)

S 1837の東に設置する竪穴柱居跡で、平面形は方形を呈し、東西5.3恋、南北5.1mで、ある。第

60次調査の SX758は本住居跡の東半部である。頭壁と南壁の一部は垂直に近い立ち上がりを不

し、南西隅で、約50cmの高さである。壁溝は認められない。床面に大小201闘のピットがあるが、

本金居跡に伴う主柱穴は断定し難い。南東部に焼土の充満するピットが31国並列しており、東

側から径38cm、深さ22cm、径66cm、深さ12cm、径44cm、深さ15cmで、ある。カマドは南壁の東寄

りの位置と推定されるが、調査区外に出ている。床面から土師器杯、覆土中より土師器血が出

土した。床面積は27.4nf!と推定される。

( 4) S I 840 (第四留)

S 1837の南東に位震し、同住居跡によって切られている。北東一南西方向に走る高さ 6-15 

cmの壁があるだけでピットは存在しない。しかし、 S1838と同じ理由で竪穴住居跡の一部と

考えられる。

( 5) S I 842 (第20.21図，図版18~20)

平面形は長方形を呈し、東西2.旬、南北4.4mの規模で、ある。カマドは南壁東寄りに構築され

ており、燃焼部に支脚が置かれ、その上から逆伎に伏せた土姉器翠底部、渦巻叩き自のある平

瓦が出土した。袖は残存しない。壁よりカマド煙出先端まで、は90cmの長さがある。壁高は北

及び西側が10-15cm、南及び東側が20-45cmで、壁溝は認められない。住居の南東、南西隅に焼

土が充満したピットがある。床中央部にも同様のピットがあるが地床炉ではない。他にピット

があるが、主柱穴となり得るものは認められない。また、カマド南側に径1.2m、深さ10cmの円

形の掘り込みがあり、本住居に付随するものであるがこれには娩土は含まれていない。床面に

ほぼ密着する状態で土締器杯、格子叩き自のある平瓦が出土した。床面積は12.3jnfである。

( 6) S I 846 (第18・19図，図版21)

S 1837の函に位置し、同住居によって切られている。ヂ由形は方形ないし長方形を量し、

規模は東西が少なくとも3.4mあるが、南北は詳かでない。壁は有しないが、南側に幅18-30cm、

深さ20cmほどの壁溝がある。西側に深さ約10-25cmのピットが3個並んでおり、主たる柱穴と

考えられるが、他は不明である。床面に地床炉があり、付近が硬化している。 SA870柱列の西

端柱が境土と床面を切っている。カマドは有しないと推定される。

2 柱列

( 1) S A869 (第22図，図版22)

S 1837・839の北側に位置する柱列である。少くとも 3間あり、総長9.30m(東から3.90十2.70 

十2.70)で計画尺による31尺(東から13十9十9)と推定される。径40-50cm、深さ35-40cmり柱掘

- 30 -
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i羽赤褐色 (5YR5/8) 

2 黒褐色土 (7.5YR3/2) 明赤褐色土

3 黒掲色土 (7.5YR3/1) (5YR5/8) 

4 褐色土 (7.5YR4/6)

5 褐色土 (7.5YR4/6)黒褐色土

(7.5YR3/1) 

第19図 S 1837カマドー 51846燥土土臆断蔀思

形の中に窪20-24cmの柱痕跡が認められる。柱列方位は N-68
0 

Eである。

SI837カマド

D
 

H : 37.60m一一D'

F 

SI846焼土

第4章第75次調査

c 

黒間色土(lOYH2/3)

褐色土 (7.5YR4/4)

H計局色土 (10YH3/4)

4 褐色土 (7.5YR4/6)

5 赤褐色土 (5YR4/8) 

6 Il音褐色土(lOYR3/4)

7 褐色土(lOYR4/6)

8 赤褐色土 (5YH4/8) 

9 黒褐色土(lOYR2/3)

10 11音褐色土(lOYR3/4)

11 赤褐色土(lOYH4/8)

12 褐色土 (10YR4/6)

13 1I者褐色 (10YH3/4)
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(2) S A870 (第18・22図，図版23)

S 1 837・846・SD860・SX849を切り、 SD841に切られる柱列である口少くとも 3問あり、

総長7.40m(東から2.30十2.30十2.80)で計画尺による24.5尺(東から7.5十7.5十9.5)と推定され

る。径40-70cm、深さ30-35cmの柱掘形底面に径12-28cmの柱痕跡が認められる。柱列方位は

N-76
0 

-Eである。

( 3) S A871 (第四・22図，図版23)

S 1 837・S0860よりも古い柱列である。少くとも 2間あり、総長5.40m(東から2.50十2.90)

で、計画尺による18尺(東から 8十10)と推定される。掘形は径40-73cm、深さ66-72cmで、い

ずれも北に向かつて傾斜している。柱痕跡は認められないG 柱列方位は N-70
0

… Eである。

3 5養状遺講

( 1) S 0841 (第16・181三1，1活版24)

S 0843に平行する形で¥北京~南両方向に走る溝状遺構である。長さ21mを検出したが東側

はややカーブしなカすら り込んでいる。!隔40-100cm、j菜さ5-18cmで-ある。 S1 837 

33 
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S 1842カマド実測盟第21盟

を切り、 SX845によって切られている。西端部は溝の立ち上がりが消失し、 11I話1m、長さ 6mの

範囲で道路状に堅くしまっている。

(第16図，関版24・27)S 0843 ( 2 ) 

北東~南西方向に走る溝で、長さ23刻、 11I国30-70cm、深さ15cmで、ある。確認面から10cmほど掘

り下げると構内の土が極めて堅くしまっているが、埋土して固めたものではないと考えられる。

この!享さが5cmほどある。底面は丸みを帯びており、角材等の痕跡は認められない。南端部で

S X 844.861・864を切っている Uは南へ曲折している。

(第18凶，関版24)S 0860 ( 3 ) 

S 1 837竪穴住居跡の東にある11I話1m、深さ約20cmの溝で、ある。長さ4.4mにわたって検出した。

S A871より新しい。く、S 1 837・SD841より

(f;j~16~1) S 0868 (ヰ)

S D843に平行して約 8mの長さで検出した。 1福30-45c践で、 SD843と同様に構内が固くしま

S D843との新旧関係は不明である。S X844を切っているが、っている。

t克ヰ

(第23L~ ， l;;zl版25)S K867 、、，
J''I
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高に傾斜する:Pillを掘りさ約必C訟の造物包S 1842竪穴住民跡、の南西にあり

111面で検出した口上面は長1担11l26cm、短輯l104cmの楕円形で、深さllOcmで、ある口深さ50cmまでは逆

三角錐状の形状であるが以下は粟直に掘り込まれ、底面は長者lJ63cm、短軸52cmの梼円形を呈し

;}くが浸透してくるが、湧出はしていなし 40 土師子短である。底部全体が堅い地山で、

35 

(第231支1，Iヌ11日Ji25)

器杯破片が出土した。

S K (T )859 ( 2 ) 
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日=37.40m-l' 

黒褐色土(lOYR3/2)

H=36.60m-A' 

土 (7.5YR3/2)
黒褐色土 (7.5YR3/2)に

明黄褐色土 (7.5YR5/6)粒子含む

o 50cm 
I I I I I 

A-

H=37.50m-J' 

SA871 

J-

h
F
G
J
P
 

黒色土 (lOYR2/1)
明褐色土 (7.5YR5/6)、黒伺色土 (7.5YR2/2)
明褐色土 (7.5YR5/6)
明褐色土 (7.5YR5/6)、黒褐色土 (7.5YR2/2)
明褐色土 (7.5YR5/6)、明褐色土 (7.5YR5/8)

1
ょ

っ

以

内

ぺ

U
A
U
Z

に
d

黒褐色土(lOYR 3/2) 
黒掲色土 (lOYR3/2)、明褐色土 (7.5YR5/6)
赤耐色土 (5YR4/刷、焼土

。

一千
5

SA869実;J!IJ図、 SA870.871土層間

36 

第22図
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SK859 
B' B-H=37.10m-B' 

黒褐色士 (7.5YR2/2)
SX845 2 褐色土 (7.5YR4!6)、明褐色

A' (7.5YR5/6) 
3 11音褐色土 (7.5YR3/3)
4 褐由土 (7.5YR4/6)

A-

c-

(lOYR2/2) 
に炭化物

2 I培褐色土 (10YR3/3)
3 にぷい黄褐色 (10YR4/3)

SK867 

A-f A
 

-A' 

A 一 H=36.40m-A' 

A- H=37.50m-Aノ

1 褐色土 (7.5YR4/3)
2 黒褐色土 (7.5YR.3/1) 
3 黒色土(lOYR1.7/1) 
4 黒掲色土 (7.5YR3/2)

1 11音褐色土 (7.5YR3/3) SDS'13 
2 黒褐色土 (7.5YR2/1)SD868 
3 黒褐色土 (7.5YR2/2)
4 黒褐色土 (7.5YR2/2)、IljHJ，.1色土 (7.5YR5/6)

o 1m 
lL__j I 

第23罰 SK859・867、SX8科 .845実測函

37 
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A
h
u
 

oo 
y
A
 

c
d
 

-_4.ノ
A 

日:37.90m-A' 

1 I時間色土 (lOYR3/4) SD843 

2 褐色土(lOYR4/6)
褐色土(10YR4/6)
Jl音掲色土 (lOYR3/4)

3 時褐色土 (lOYR3/4)

4 褐色土(10YR4/6)

SX865・866

H =37 .90m-A I 

1 褐色土(lOYR2/3) SX865 
2 日月間色土 (7.5YR5/6) 
3 黒褐色土 (7.5YR2/2) SX866 
4 IJ月褐色土 (7.5YR5/6)

第24留 SX861 . 864・865. 866実測図

S 1842竪穴住居跡の東に位宣する遺構で、上面では長軸277cm、短事h52cmで、あるが、両端は

下方ほど長く、最大307cmとなる。遺物は出土しなかっ

5 その散の遺講

( 1) S X 844 (第231耳，関!挺26)

S X865 吾 866の南に位置し、長軸136cm、短~~lJ90畑、 j来さ 40cmの遺構でーある。 S D843. 868に

切られている。

( 2) S X 845 (第23図，凶!抵抗)

38 
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さ30c援のピットるが、中どの円形をし、-
A
一

円、!
U

は 5?一一》
?し

」
r
A事

AhJ 

首

吋

ん習との
E対

iMr}
L
7一~を

、ー

一三
}
 

4
7
 Zu--

寸

司令

っている n五(T)859の一部を

(第18凶)3 ) 

寸
ζ〉。られるあり、s 

さは36c還で、ある。軸96cmの規模で、

(第18岡)849 (ヰ)

S A870によって切られてS X847の東にある長制J118cm、短i揮192cm、深さ41cmの遺構で、ある。

いる。

(第24!立1，861 5 ( 5 ) 

し、長輯1165cm、短軸1l0cmの楕円形を呈する遺構で、深さは18cmで、ある。S 864の南西

S D843に切られている。糸切り痕のある土師器小破片が出土した。

(第24図)S X864 ( 6 ) 

る遺構で、深さは22cmで、ある。S X861の北東に位置し、長軸134cm、短ilillllOOcmの椅円形

S D843に切られている。

(第24図，図版27)S X865 ( 7 ) 

S X866を切っS X844の北に位置し、径約60cmの円形を呈する遺構で、深さは20cmで、ある。

ている。

(第24図，図版27)S X866 ( 8 ) 

るj室構で、深さは30cmで、ある。S X844の北に位置し、長事1J134cm、短事Ill10cmの楕円形

S X865によって切られている。須恵器護、糸切り痕のある土師器杯の小破片が出土した。

H 一一

調査区内北東部と南西部には、黒色の旧表

さ20-50cmの黒褐色土が堆積し、この土色

中に土器片が多量に含まれていた口南西部の

遺物包含層は摩さ 2-3 cmの火山灰層が挟在

m
 

4
1ム

黒褐邑土 (7.5YI"t3!2) 表土

黒樹色土 (7.5YR2/2)造物少jit含む

日計局色土(lOYR3/3)泣物多量に合む

虫色 i二 110YR2!1l遺物をし

褐色土 (lOYR4/心 地 山

() 

く、遺物のIH土量し、南側(斜由ー上方)ほ

l
i
q
L

っけ
A
q
F刀
)

も多い。 SK867はこの遺物包含層を地山面

まで除去して検出されたがSD843南端部は

の上んーからの掘り込みである口政庁北

~，( N13グリッドゴヒ壁土壌国第25包

西側ないしはi出側の斜面i上から土器破片が投

39 

されたものと患われる口
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調査区北東部のそれは、主体音15は調査区外北側lζ拡がっているものと考えられる。 南側の斜

面上方から土器破片カ守支棄されたものであろう口

これら遺物が多量に出土したおおよその範留を に示した。

第 3節 土遺物

遺構内出土遺物

(1) S i837竪穴{土居藤出土遺物 (第26隠，図版30)

① 土師器 1・2は楼色 る杯で底部切り離しは回転糸切りによる。 2はカマド燃焼

部上より出土した。 3は灰白色ないし樫色を呈する杯で底部切り離しは回転糸切りである。 4

は内閣黒色処理が施された杯で、底面には回転ヘラケズリ調整を加えている。外国底部局殺に

も施しているようであるが磨滅していて定かではない口 5はカマド焚口部付近から出土した口

番号

つ
ムJ

につJ 

4 

¥で一上二グ;3

種別 口径(cm) 底淫(cml ~if高 (cm) 底託指数

土師器杯 13.2 5.7 

土自Ili器杯 14.2 5.1 

ゴ二伺j~~~~不 6.1 

土師~~~1:不 5.9 

5.2 0.43 

5.3 0.36 

第26図 S 1837出土遺物

40 

高花指数 外傾度 底部切り離し

39.3 29
0 

3、7.・'コ3 3T 国車三糸切り

p明記糸切り

i目車三ヘラ出品V)



第4章第75次調査

クロ成75のき主で、内外両面に炭化物が付着している。

( 2) S i 839竪穴{主語動出土遺物 (第27[支1，凶版30・32)

① 須恵器 6は灰白色を呈する杯で、 j良部切り離しは回転糸切りによる口 7 • 8は灰白色

る杯、で、底部切り離しは回転ヘラ切りである口

② 土師器 9は楼色ないし黒褐色を呈する杯で、底部切り離しは回転糸切りである o 10は

高台付1lIlで、内外両面に黒色処理を施している。底部切り離しは回転糸切りである。 11は糧色

を呈する盟で底部切り離しは自転糸切りである。

③ 管状土錘 12は長さ5.6cm、径3.2cm、孔径1.1cmで、ある。

④砥石 13は4面を使用した砥石で長さ9.7cm、1幅3.3cmで、ある。

6 

¥ごトJ

尚一一一

um)。
1 

10crn 三 13

番号 極別 口径(crn) j丘淫(crn) 器高 (cm) J~f壬指数 高径指数 外傾度 辰吉1)切り離し

G 須恵器杯 12.8 4.8 4.8 0.38 32.8 33
0 

回転糸切り

須恵器杯 15.1 6.2 2.6 0.41 17.2 44
0 

[I1J転ヘフ切り

8 |須恵器杯 14.5 3.4 0.51 23.5 38
0 

i耳車三/'"ラ切り

9 土11中器杯 5.1 向転糸切り

10 i二 r~rlj f，~JIlL 13.2 7.1 4.1 0.54 31.1 59
0 

同転糸切り

1] 土師23血 ] 3. 7 73 0.37 16.8 57
0 

回 Ijl~糸切り

第27毘 S 1839出土遺物

41 
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( 3) S I 842竪穴生活跡出土遺物 (第28・M・351立J，1叫版30・31)

① 須恵器 14は灰白を呈する杯で、底部切り離しは回転ヘラ切りである。

② 土師器 15-16は桂色ないし褐色を呈する杯で、底部切り離しは回転糸切りである口 17は

麓色を呈する杯で、底面と底部外縁部に回転ヘラケズリ言lIiJ整を施している。底部切り離しは回

転糸切りである。 16の杯の中に重なった状態で出土した。 18-19は灰白色ないし桂色を呈する

杯で、底部切り離しは回転糸切りである。 20・21は糧色を呈し、ロクロ成形による斐で、底部

切り離しは回転糸切りである。カマド燃焼部に逆位に震かれて出土した口支脚として使用きれ

たものと思われる。

③ 瓦 64は凸聞に糸切り痕と渦巻叩き目、出国に糸切り痕と布目痕を有し、側面、小口面、

側縁の両市にケズリ調整を施す。 [IJ[¥23.7 cm、厚さ2.2cm、叩き原体の幅は 7cmほどである。カマ

ド天井部からと床面から出土したものが接合した。 65は凸面に格子叩き目、内面に糸切り痕、布

目痕がある。側面、小口面、側縁の四面にケズリ調整を施す口床面から出土した。

2 遺構外出土遺物

① 須恵器 (第29・30図，図版30) 22~24は杯で、 22 ・ 24の底部切り離しは回転ヘラ切りで

ある。 23は高台が付き、体部が誼娘的に立ち上がり口縁部がわずかに外反する。 25は斐で、口

縁端部外側に口縁帯を作り出している。口頚部に櫛描き波状文を描く。 26も同様である。 27も

護で外面は平行叩き目、内面は青海波文である。 28~32は査で、 28は体部から外反する短い頚

部を有する。他は長頚査で、 29は外面の頚部と体部の境に突帝がめぐり、両者の接合は 2段構

成である。

② 土師器 (第30~33図，図版30) 37~59は杯で黄褐色ないし糧色を呈し、全て回転糸切

りによって底部を切り離しており、再調整は施されていない。 61~63は盟である。体部がやや

外反するもの(61・62)と内湾するもの(63)とがある。いずれも底部は回転糸切りによる切り離

しである。 60は外方に強く張り出す高台部である。

③瓦 (第35凶，凶版31) 66 ・ 67 は丸瓦で、灰色を呈して硬く、凸面は無文、 I~面には糸切り

痕と布目痕がある口 67は小口面と側面、側面の凸面、ヘラケズリ調整を施している。

④ 管状土鍾 (第36凶，図版32) 68は長さ5.7cm、径2.3cm、孔窪1.1cmで、ある。

⑤砥石 (第36凶， 1当版32) 69は主として 1面のみを使用したもので、5.8cmの厚みのある

砥石であるO

42 
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¥ ぐてグ
14 

19 

16 

」主ミメ

。 10cm 

番号 種別 口f壬(cm) 底往(cm) 京ロ口子1三一j¥じrn)、 !底在指数 高琵指数 外傾度 底部切り離し

14 須Jよ〈器;杯 13.0 8.1 3.25 0.62 25 270 

15 土師器杯 11.1 6.1 4.15 0.55 37.4 24
0 

回 Ilii;糸切り

16 二i二師器杯 17.8 8.0 5. ] 0.45 28.7 300
 

17 土師器杯 10.8 6.4 3.1 0.59 32“4 220
 

回転糸切り

18 土(5ljj器杯 5門i 回転糸切り i

19 土師器杯 7.0 回転糸切り

第28図 51842出土遺物

43 
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24 

26 

第29図遺物(1)

44 

25 

27 

29、

lOcm 
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36 

出土よ也点 30 KD18 
KN14 
Kl¥t1l6 
KN12‘13 
1(116 。 lOcm 
KB18 

第30図遺物(2)

45 
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、三 f

〆
39 

!出土t也点 37・38・43・44 KDl8 
匂 39 KN12・13

40 KF18 
41 KA24 

番号 f重男IJ LJ f壬(crn) 底筏(crn) 苦言~ (crn) 1丘佳指数 I会jf圭J旨主主 タト1t頁1主 底部切り離し

37 土師器杯 13.5 5.4 4.6 0.40 34.0 ::37
0 

回転糸切り

38 土師器杯 13.0 5.0 ，1.0 0.39 30.8 41
0 

回転糸切り

39 土師器杯 11.6 5.4 3.7 0.47 3l.ν 24
0 

回転糸切り

40 j二自市若芸~;不 1l.6 4.4 4.5 0.38 38.8 33
0 

Ir小li..G:五ミ切り

41 士 l~rIJ c6i'f杯 12.4 5.2 4.7 0.42 37.9 29
0 

[i]11~云糸切り

42 ゴ二自ポ若号本手 13.8 4.9 4.6 0.35 33.1 40
0 

田中i;糸切り

43 土師器杯 13.2 5.2 4.4 0.40 33.3 1111i伝糸切り

44 ゴ二良市官三t不 11.9 3.1 4.5 0.26 37.8 II~l íÎii;糸切り

第31関遺物(3)

46 
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50 

句。

47 
51 

48 

52 
49 

出土地点 45 KF20 
46 J T25 
47・50・51 KDl8 
48 KB18 
49 KE15 
52 KN13 

り 1.Ocm 

番号 種別 口径(cm) 底後(cm) 五ロ百口で日壬b(cm) 底後指数 高径指数 外傾度 底部切り離し

45 土自ili器杯 10.6 4.4 3.3 0.42 31.1 34
0 

46 土師器杯 13.5 5.4 5.3 0.40 39.3 35
0 

回転糸切り

L17 土剖1器杯 11.0 5.2 4.3 0.47 39.1 2T 回転糸切り

48 土師器杯 11.6 4.4 3.9 0.38 33.6 36
0 !日i転糸切り

49 土師器杯 5.2 回転糸切り

50 土記rn器杯 6.6 同転糸切り

51 土問if，iki不 :1.7 I_r:U転糸切り

52 土内Ij {，:f t~ 5.6 向転糸切り

第32図遺物(4)
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J) ミ
60 

出土地点 53 KG24 
54 KDl7 

55 KE17 
。 10cm 

56 KB17 
57・63 KA24 

58 KN13 

59 KF17 

60 KA23 

61 KH17 
62 KDl8 

町
一
回
一
回
一
切
一
日
一
位
一
臼

7.5 

5.6 

5.0 

6.。
第33図遺物(5)

48 

則
一
山
一
山

440 

530 

5(¥0 

回転糸切り

回転糸切り

回転糸切り
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第4章第75;欠調査

日
①侃 己反 69

。 山口
lOcm 69 KK19 

第36図遺物(8)

第 4節 小 *士口

1 本調査の主自的は第60次調査で検出された内郭線と政庁との間に存在する区画施設を西

側へ追跡することであったが、調査区内には存在しないことが明らかとなった。今後、東側へ

の追求を行った上でその性格、構築時期の特定をしたい。

2 政庁北側に接する長森丘陵北斜面にはこれまでに第35次・第53次・第60次調査による解明

の手が加えられてきた。それによってこの地域には今次調査を含め計19軒の竪穴住居跡、が検出

されたことになる。 S1 842からは回転ヘラケズリ調整のある土師器杯が床面から出土してお

り、この土器には 8世紀末-9世紀初頭の年代が与えられる。また、この住居から出土した渦

巻叩き自のある平瓦は、第74次調査では内郭線創建期直前の SX863整地地業から格子叩き自の

ある平瓦、回転ヘラ切り痕のある須恵器杯・土師器杯と共伴している。さらに第60次調査で 8

世紀末-9世紀初の年代を与えた S1 764・S1 765や、それに対応する政庁第I期直前段階とし

S 1 331・S1 332' S I5'71の住居跡の各辺がおおよそ南北方向に沿っていることとも符号してい

る。これらのことから、 S1842は払出柵創建期直前の遺構であると言うことができょう。

S 1846からは鉄淳、縫羽口の出土はなかったが、向い焼土面をもっ炉は第35次調査のS1 (X) 

383に似る。工房とは言えぬまでも S1 842・837・839などの校居跡とは異なる点である。 I可捺に

第60次調査の S1 836は文具・食料・食器が揃っていて、集落跡、の竪穴住居跡とは本質的に異なる

ものであることが指摘されている。一部にそのような特後のある竪穴住居跡が、政庁北側斜面
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に、払田構創建直前段階からl叶笠紀後半以降まで作られていたことが今回再認されたことになる。

その分布状態と地形から、 S1 842がそれらの間端の位置を占めており、第60次調査東側の未調

査域にも分布が予想されることから、この政庁北側斜面には20軒を越える竪穴住居跡の存在が

想定できる口

3 調査区北東部と南西部斜面には土器小破片を多量に含む包含層が分布する口その範囲は

ほとんど遺構の存在しない位置に重なっており、斜面上方から不要となった土器類を投棄した

ものと思われる。

4 調査区西半部の低地はホイド井泉に近いことからこれに関わる建物遺構の存在を予想し

ていたが、遺構は全く存在せず、土器破片が極めて微量に出土し、上方からは近代の水田跡が

検出されたにとどまった。トレンチ内の土層観察では、下方は湿地状となっており、古代におい

ても建物等を構築する余地はなく Jまとんど利用されない空間となっていたものと考えられる。
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5章第76次調査

第 1節調査経過

政庁東側の長森丘陵ょには中央部に平坦面があり、南北両面に段が見られるなど地形の改変

が認められ、古代の遺構の存在が推定される。第 4次計画以降の発掘調査に先行し、昨年度第

69次調査において微地形測量を実施したが、 12，350nfの範閣にとどまった。今年度は業者委託

とし、調査範囲を長森丘陵東端まで広げ、縮尺100分の l地形図の作成と測量基準点の埋設を行

った。調査範囲内の西半部に見られる微地形を第38図に示した。

第37侶第76次調査位置図

53 -
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第 1節調査経過(第39図)

本調査は第 3次 5年計画の基本的計画の一環として実施した外郭を中心とする遺構確認調査

である。本調査はハンドボーリングによって遺跡とその周辺の地山レベルを計測し、!日地形を

復原することと、水田面や水路内で、遺物の表面採集を行い、遺物の分布とその密度を諦]べ、こ

れら!日地形の復原と遺物の分布状況から、遺構の存在と範囲を推定し、古代の土地利用の状況

を把握することが目的である。同時に、古代の堆積層から士を採取し、自然科学的分析を行っ

て、古環境の復原をはかるための基礎資料の蓄積なども日指している。

本年度は真山西1~Uから北側にかけての125 ， 000rrfを対象とし、現地表における土地の利用状況

を勘案して340箇所のハンド・ボーリングを実施した。

第 2節調査成果(第401雪J)

推定される地山地形は第40図に示すとおりである。調査区域内で、の等高線は全体的には南北

方向に走り、最高校は真[11と長森丘陵との間で、外事IS東端部のそれに近い。調査区北東部は矢

島)1!の!日河道で砂利が多くボーリングが不可能な地点が多いことから地山レベルを得ることは

できなかっ t:.o 真111北側の地域では小範囲に凹む湿地が点々と分布する状況が見られた。

第 3節出土遺物

本調査では、遺物は得られなかった。

第 4節小 結(第411河)

!日地Jr~はこれまでの調売結果と i母様に、全体としては東から西にわずかながら傾斜する地形

であることがわかる。現地表の標高レベルは真山の北と南では北側が 1m前後高くなっているが

この乙とは!日地形についてもほぼ同様である乙とが確かめられた。 造物は得られなかったが、真LU

北側で、は、昭和20年代の暗渠工事の際に多数の土器や角材が出土したとの証言があり、何らか

の遺構の存在は予想してよいと考えられる口
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第 7章

l節調査経過

仙北町では本年度環境整備
e ジ/

として内郭南門にとりつ

く西側石塁の復原を計画したc

在皐の幅は第65次調査で3.6m

とされているが、保存の良い

北西辺の基底部に兆べ南東辺

では飛石状となり、明らかに

原位置より移動したと見られ

る石もあるなどして、石塁の

幅について疑問が生じた口そ

こでこの点を解決すべく、復

原工事と併行して調査を実施

した。

11月10日、調査現場に機材

を搬入、テントを設営し、そ

の後五塁中央部の平面図、土

層断面図を作成した。 17日、 一一一戸
在塁南東辺の北部には粟など一一一!

の根があり、これにより石が:~----1 ~. 同

移動しているものが明らかで

あるので抜根作業とともにこれらの石を捻去したところ、その下から

，~ー

にある基底部の石

が現われ、 18、19日、この写真撮影、実測を行った。南東辺南部と北辺の右の状況も観察し、 21

日調査を終えた。

第 2節調査成果

おいて、 陸rr一面と石塁内部の基底部まで観察することがで

4
2
5ム

C
U
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o 5 m‘ 

1 灰白色土 (7.5YR8/2)、溺色土 (7.5YR4/4)
2 時掲色土 (7.5YR3/4) を主体に灰白色こと

H =36. OOm - A '" ，J:O;~!2: 、被色土(lOYR6/8) i昆入
3 縞色土 (7.5YR4/4)
4 燈色土 (7.5YR6/日)、灰白色土 (10YR8/2)
5 章者燈色土 (7.5YR7/8)、明掲色土(7.5YR5/6)
6 褐色土 (7.5YR4/4)
I f品色士 (7.5YR4/6)激務土
8 に...;_;い褐色土 (I.5YR5!4) を主体にj望望者燈

(7.5YR8/4)、泉褐色土 (7.5YR2/2) 混入
a ，貴重聖母色土 (7.5YR8/4)、原総色土

(7.5YR4!4) 1霊地島幸
10 号掲色二b7.5YR2/2)、明言幸福色土 ι5YR6/6)
11 il!色ニt(7. 5YR7 16)に黒褐色土(7.5YRZ!2)

混入。

12 ~黒色土 (7.SYR2/1)
(7.5YR8/4) が混入、

o 1 m 



第7章第78次調査
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第44関

きた。この村近で1立地山上に50-60cmの淳さ らなる S 

X687が施され、この上に石が置かれる。石の下面レベルは石塁北辺で標高35.60浪、土層断頭

国地点で34.70級、西辺で34.10mほ るから、この SX687基礎地業は元々南ほど抵く領斜-し

ており、 はこの鎮斜面 されたものである。石塁中央部には一辺120X120c続、厚さ出

-75cmの石を据えている(第43図)。 もほ
号
、
A

-一竹
Mる

約15cmず、れている。これらの石は石塁の短軸方向にも長報!方向にも密接しておらず、それぞれ

lO-20cm、60cmほどの間隔があり、その間に 褐色土、一辺40-60cmほどの石や小

角1療が詰め込まれる。北西辺や南東辺北部の石は密接して並列するのに比べ、若塁内部の石に

63 
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この操な簡犠があるのは、石塁のタキ辺だけ 内部は基底部に大きな石を置くものの、主

として土石混築の混合土としたことによるものであろう口

土震断面図τ、は8X'687整地地業上の中央部の石と両外辺部の石の下端レベルはほぼ一定して

おり、その関に浅黄撞色土、黒掲色土に小角擦の説じった非常に粘性の強い二i二が充填されてい

る。 1層、 2層、 4層も灰白色粘質土、経色土などが粒状をなす粘性の強い土層でミ殊に 2層、

4層は全体に竪くしまっている。 3層.10層はややしまりの少ない土層で、 7層は石塁南東辺

の石の抜き取りにより、上方から石とともに崩落したものと判断される。北西辺には基底部に

大きなDがあるのみで、その上方には厚さ10-20cmほどの角醸しか存在せず、この上に大きな

石の乗る余地がない様に見えるが、第65次調査ではほぼこの位置に 4段に重なる外側面の石が

瞬間的にずり落ちた状態で検出されている(払田橋跡調査事務所年報1986 図版12上段)ことか

ら、こうした石が重ねられていたのは確実である。断面図には石の間隙に入った土層が現れて

いるものと見たい。

石塁南東辺ではその中央部より北5.5mの範囲で、近年まで石塁上に生えていた立木によって

石が動かされ、それらが根によって支えられている状態であり、石は原位置から移動したこと

が明らかであったので、抜根作業と同時にこれらの石と、石の間に流入した土や小角擦を排除

した口それにより五塁北西辺の様に外側面を意図的に整え、内郭南門の南西棋柱に向かう形で

石塁基底部の石が出現した。石は大きいもので 1辺1.1---1.2rri'へ厚さ50-75cmあ札方形を呈し、

安定した状態で SX682整地地業の上に霞かれているが、多少角度がずれたと見られるものも

ある。石と互の関には角諜と土を詰め込んでいる。新たに検出されたこれらの右により、この

部分では石塁の幅が石によって多少の出入りはあるものの3.4-3.6mの規模となる。

石塁中央部の今回調査地点の南にある外辺の石については、その下部は SX687整地地業にほ

ぼ密着しているが、地西辺や西辺今回検出された南東辺北部の石が方形で櫨めて安定した状況

で並ぶのに比べ、不安定な形態であり、石が飛石状に並んでいることや、第65次調査時に石を

この外側に並べた SX790があることなどから、これらの石も上方から崩落したものや、その後

に抜き取られた状態を示しているものと推定される。石塁西端にある石抜痕も一坦崩落した石

を抜き取ったものである可能性がある。石皐のi福は西端部では2.7班、それより北では約 3m、

中央部から北で3.4-3.6mほどと考えられる。

北辺の石はその下両が整地届に密着し、かつ方形で安定した状態であり、原位置にあるもの

と判断される。

南東辺北端の石と内郭南門南西隣柱との間 第55次調査時においても石は存在せず、

また既に内郭南門と石段の復原工事がなされていることから今回調査はできなかった。
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第 8章自然科学

調査事務所では、奈良国立文化財萌究所理蔵文化財センター研究指導部測量研究室 光寺拓

実主任研究官に対し、昭和57年より遺跡内出土角材、門柱の年輪年代測定を依頼してきた。乙

の度、内郭線 2点、外郭線 4点の角材の年輪年代測年結果が判明したので以下に記す。

第ヰ表

払試a料iffN跡O. タ{ブ 計測年輪数 最外年輪lNIj' 所属時期 調査次数・遺構番号等

7 A 907 内郭線第E期 智9次.S A82B 

13 A 397 801 外郭線第I期 基準点(D4)東側角材、水路工事で抜き上げられた。

16 A 126 802 内郭線第1期 第65次.S X 687内(SX 725) RW 4 

40 A 265 801 外郭線第I期 第73次.S A 460 RW16 

42 A 172 801 外郭線第I期 第73次.S A 460 RW1 

49 A 214 801 外郭線第I期 第73次.S A 460 RW10 

タイプAは最外年í~自の残存する試料
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A 

試料No.7

NN-ー十・-A 払fA柵跡調査事務所年報円76より

。 10m 

〈
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帥+ 十 + 十帥

払問綱跡調査事務所1986より
02m 

~試料No.42 試料NO.49

SA460娼形
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9 

調査現場や政庁跡などにおいて、大由市立大曲第二小学校、和泉古代文化研究会、秋田県

教育関係職員互助会その他の各種団体主催の郷土学習会、見学会などに対し、払田有ll}跡の概

要説明を行った。

2 

第 1国 昭和63年 8月号日

第 2回 昭和63年11月比 15日

第 3田 平成元年 3月27 28日
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一一 Jr第15国古代域禰官街遺跡検討会資料 j

一一 j 秋田県連載文化財発掘調査報告会
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図版 1 第74次制ti.
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図版11 議74次調査

50656 (南東よ リ)
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図版13 ;s74次病室
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1 調査前の状況 (~t凶から )
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図版16 第75次訴|従
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図版17 偽75次調資
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図版18 iiP5次調査
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図版20 第75次制:if.
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図版21 il'I75次調査
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図版24 .再75次濁査
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図版25 第75次調盆
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図版26 iiH5次絹重量
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図版30 ~再75次調査
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図版31 lil75次調査
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図版36 高~78次調査
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図版38 ~百78次純益
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